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町 の 人 口 

(4月1日現在） 

総人ロ 8, 918人 

男子 4, 154人 

女子 4, 124人 

世帯数 2, 648世帯 
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自動電話で田中代議士と記念通話をする池永町長と 

京都府の次女、邦子きんヘガふるさと電話I をする小林民子さん 

蕪
慧
嚢
菱
 

本
町
の
電
話
が
三
月
二
十
四
日
 

か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
自
動
化
に
切
り
替
 

わ
り
ま
し
た
。
 

市
外
局
番
は
「
〇
九
四
七
一
一
 

八
」
町
内
局
番
は
つ
か
わ
ず
、
す
 

べ
て
二
〇
〇
〇
番
台
、
三
〇
〇
o
 

番
台
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
役
場
横
に
完
成
し
た
 

無
人
自
動
交
換
局
で
祝
賀
行
事
が
 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
郵
便
 

局
内
の
旧
電
話
交
換
機
か
ら
新
自
 

動
交
換
機
へ
の
切
り
替
え
作
業
を
 

終
え
、
池
永
町
長
が
、
赤
池
町
出
 

身
で
あ
る
衆
議
院
議
員
田
中
六
助
 

大
蔵
政
務
次
官
へ
記
念
通
話
、
自
 

動
化
開
通
の
喜
び
を
話
し
あ
い
ま
 

し
た
。
 

こ
の
あ
と
高
尾
通
り
、
小
林
民
 

子
さ
ん
が
京
都
府
の
電
機
工
場
に
 

就
職
し
て
い
る
次
女
、
邦
子
さ
ん
 

に
，
ふ
る
さ
と
電
話
I

お
母
さ
ん
 

は
邦
子
さ
ん
へ
 
「
元
気
で
す
か
が
 

ん
ば
っ
て
」
邦
子
さ
ん
は
 
「
お
母
 

さ
ん
元
気
で
」
と
久
し
ぶ
り
の
わ
 

が
子
と
声
の
対
面
を
し
ま
し
た
。
 

本
町
の
電
話
は
自
動
化
に
な
る
 

前
は
，
二
五
五
本
I

．
自
動
化
に
 

よ
っ
て
 
，
五
八
四
本
力
付
設
さ
れ
 

情
報
化
ヘ
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
 

言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

自
動
電
話
の
心
が
け
 

．
 
ま
ず
番
号
を
た
し
か
め
て
下
 

さ
い
。
 

■
 
確
か
な
番
号
、
正
し
い
ダ
イ
 

ヤ
ル
で
掛
け
て
下
さ
い
。
 

■
 
先
方
も
あ
な
た
も
困
る
間
違
 

い
電
話
 

『
違
い
ま
す
ガ
チ
ヤ
ン
」
は
 

ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
 

電
話
で
相
手
と
話
す
場
合
は
顔
や
 

態
度
は
見
え
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
て
い
ね
い
に
掛
 

り
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 



ノー 
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柳
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広
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 か
 

あ
 

報
 

広
 

⑧
 

一

般

会

計

予

算

な

ど

 

一
一
十
八
議
案
可
決
 

「
三
月
定
例
議
会
」
 

昭
和
四
十
七
年
一
一
 

会
は
三
月
十
八
日
机
ら
 

ま
で
開
か
れ
，
全
議
案
「
二
十
八
 

」
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

に
つ
い
で
は
、
上
部
団
体
 

に
強
く
要
望
す
る
こ
と
に
な
り
，
 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
 

（
こ
れ
は
水
道
災
害
復
旧
補
助
 

額
決
定
が
お
。
W
だ
走
あ
隼
業
 

着
工
か
急
を
要
し
た
の
で
専
決
 

し
た
も
D
ィりノ） 

〇
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
 

し
て
い
た
火
葬
場
は
使
え
な
く
 

な
り
ま
し
た
の
で
廃
止
し
ま
し
 

た
。
又
田
川
市
郡
で
火
葬
場
の
 

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
）
 

〇
霊
枢
車
使
用
料
助
成
金
支
給
条
 

例
制
定
に
つ
い
て
。
 

（
火
葬
場
が
使
え
な
く
な
っ
た
 

た
め
霊
枢
車
を
使
用
す
る
人
に
 

町
が
助
成
金
を
出
す
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
）
 

〇
寄
附
採
納
願
 

（
鞍
手
郡
小
竹
町
の
日
高
誠
人
 

さ
ん
が
、
町
立
老
人
ホ
ー
ム
天
 

（
同
和
対
策
事
業
で
あ
る
鋤
か
・
、
、
 

田
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
は
 

特
別
会
計
を
設
置
す
る
こ
と
が
 

法
的
に
適
正
で
あ
り
、
ま
た
、
 

上
野
地
区
簡
易
水
道
事
業
は
、
 

昭
和
四
十
七
年
度
よ
り
水
道
布
 

設
工
事
を
お
こ
な
う
こ
と
を
可
 

決
し
ま
レ
た
o

) 

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
 

（
七
百
七
十
二
万
一
千
円
を
補
 

正
し
た
。
こ
れ
は
児
童
福
祉
費
 

労
働
費
住
宅
費
な
ど
を
補
正
し
 

た
も
の
。
）
 

〇
火
葬
場
廃
止
に
つ
い
て
（
使
用
 

郷
荘
に
医
療
器
具
、
卓
上
吸
引
 

器
一
台
を
寄
附
致
し
ま
し
た
。
 

〇
教
育
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
 

て、 教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
 

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
次
の
方
 

を
議
会
の
同
意
を
も
と
め
て
選
 

任
致
し
ま
し
た
。
 

氏
名
 
加
治
 

馨
 

住
所
 
大
字
上
野
二
、
八
四
六
 

番
地
 

氏
名
 
川
上
大
吉
 

住
所
 
大
字
市
場
一
、
九
六
五
 

番
地
 

総
総
総
識
総
 

移

動

役

場

始

ま

る

 

一 

移
動
役
場
で
住
民
と
話
し
あ
ー
 

や
要
望
は
主
に
町
道
関
係
が
大
半
 

！
う
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
 

r 

を
占
め
て
い
ま
す
の
で
次
の
よ
う
 

一 

池
永
町
長
は
じ
め
役
場
の
幹
「
ー
と
り
ま
と
め
ま
す
。
 

一
部
は
、
二
月
か
ら
毎
月
第
二
第
一
 

難
響
競
麟
 

一
 
一
 
一
 

な
ぜ
な
ら
、
地
方
自
治
の
行
一
 

政
活
動
は
住
民
と
よ
く
う
ち
と
ー
 

け
あ
っ
て
、
そ
の
理
解
と
協
力
一
 

を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
 

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
移
動
一
 

役
場
は
住
民
に
よ
る
行
政
を
築
 

き
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

一III
す一難一 

を
 叫

「
 

こ
れ
ま
で
、
第
一
支
所
か
ら
五
 

支
所
ま
で
開
き
ま
し
た
が
、
今
月
 

号
に
上
野
第
一
支
所
か
ら
三
支
所
 

ま
で
の
懇
談
会
の
あ
ら
ま
し
を
紹
 

介
し
ま
す
。
 

移
動
役
場
で
住
民
か
ら
出
さ
れ
 

た
意
見
や
要
望
は
、
町
が
年
次
的
 

に
計
画
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
 

場
で
回
答
し
て
い
ま
す
．
各
支
所
 

か
ら
出
さ
れ
る
道
路
問
題
の
意
見
 

各
支
所
か
ら
出
さ
れ
た
、
道
路
 

や
、
施
設
に
つ
い
て
、
脅
の
計
 

画
概
要
は
、
関
係
機
関
に
連
 

て
善
処
し
て
い
ま
す
。
実
施
の
段
 

階
に
あ
っ
て
は
、
町
の
道
路
・
施
 

計
画
～
迅
」
」
牛
づ
い
て
実
施
す
 

に
し
て
い
ま
す
。
又
各
支
 

出
さ
れ
た
要
望
や
意
見
の
 

う
ち
、
関
連
す
る
も
の
は
こ
の
紙
 

面
で
は
省
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

第
一
支
所
 

該
当
す
る
駐
在
（
皿
山
・
上
・
下
 

小
路
・
原
・
天
郷
の
一
三
二
世
帯
）
 

（
道
路
）
要
望
件
数
七
件
 

旧
赤
池
橋
か
ら
新
赤
池
橋
間
の
 

舗
装
に
つ
い
て
。
ー
 

田
川
土
木
事
務
所
の
計
画
で
は
 

四
十
七
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
る
。
ー
 

（
農
政
）
溜
池
の
漏
水
補
修
工
事
 

に
つ
い
て
。
ー
 

町
で
は
漏
水
し
て
い
る
溜
池
は
 

こ
れ
ま
で
調
査
し
て
補
修
し
て
い
 

る
。
な
お
漏
水
し
て
い
る
な
ら
再
 

度
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

（
交
通
通
信
）
国
鉄
バ
ス
運
行
削
 

〇
特
別
職
員
の
報
酬
と
費
用
弁
償
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

〇
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
 

（
消
防
出
勤
手
当
を
増
額
し
、
 

団
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
）
 

〇
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
 

（
町
立
病
院
の
看
護
婦
は
業
務
 

内
容
の
危
険
率
が
高
い
の
で
処
 

遇
改
善
を
は
か
る
も
の
）
 

〇
老
人
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
 

条
例
に
つ
い
て
 

（
町
が
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
 

対
し
．
医
療
費
の
一
部
を
支
給
 

し
、
老
人
の
福
祉
増
進
を
図
る
 

も
の
。
）
 

、
轟
に
よ
る
町
営
問
題
に
つ
い
て
、
 

上
野
地
区
の
住
民
は
現
在
、
国
 

鉄
バ
ス
に
よ
っ
て
、
町
立
病
院
へ
 

通
院
し
た
り
商
店
街
へ
買
物
を
し
 

て
い
る
、
し
か
し
運
行
回
数
が
少
 

な
い
た
め
住
民
は
不
便
を
感
じ
て
 

い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
を
 

解
消
す
る
た
め
町
営
バ
ス
の
透
行
 

計
画
は
な
い
か
。
ー
 

経
営
に
な
る
と
運
賃
も
地
元
住
 

民
に
大
き
な
負
担
に
な
り
、
運
営
 

に
つ
い
て
も
障
害
を
生
じ
る
と
思
 

わ
れ
る
。
 

「
参
考
ま
で
に
現
在
国
 

鉄
バ
ス
は
上
野
峡
発
午
前
十
時
頃
 

と
、
午
後
四
時
以
降
一
本
」
 

!

l

1

1

1

.

'

,

!

'

！

ー

・

 

円
 

‘I
'
'
‘
・
、
l
l
l
—

 
I
・ 

プ
 

（ノー 

'

'

'

'

'

‘

・

、

l

l

lー

ー

I

・
 

（
写
真
は
盛
況
の
移
動
役
場
）
 

II
ー、、 

〇
昭
和
四
＋
七
年
度
一
般
会
計
予
 

算
に
つ
い
て
。
 

本
町
の
一
般
会
計
予
算
は
、
 

八
億
七
千
二
百
拾
二
万
二
千
円
 

を
計
上
 

〇
教
育
条
件
整
備
及
び
教
職
員
定
 

教
確
保
の
た
め
の
決
議
を
要
請
 

す
る
請
願
 

〇
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
の
内
 

容
改
善
と
就
労
者
の
安
定
雇
用
 

を
求
め
る
請
願
 

〇
産
炭
地
開
発
就
労
事
業
の
内
容
 

改
善
と
就
労
者
の
安
定
雇
用
を
 

求
め
る
請
願
 

〇
緊
就
・
開
就
両
事
業
の
延
長
に
 

関
す
る
請
願
 

老人の生活にとって不安になるのは病気である。 

医療費の無料化によって、健康診断を受け楽しい 

余生をおくって頂きたい。 

写真は安心して診療を受けるお年寄り 

を
中
止
し
て
い
る
が
、
実
施
甘
名
 

，
考
君
川
側
げ
が
ロ
 

中
止
し
た
原
因
は
、
管
理
人
や
 

職
員
の
問
題
に
あ
つ
た
が
、
公
民
 

館
と
し
て
、
五
月
中
旬
頃
よ
り
実
 

施
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。
 

（
観
光
）
 

〇
福
智
山
麓
の
ト
ン
ネ
ル
掘
進
に
 

つ
い
て
、
賛
成
が
多
数
 

α
ゴ
ル
ヤ
場
要
に
つ
い
て
も
賛
 

成
の
声
が
強
か
っ
た
。
 

第
ニ
支
所
 

該
当
す
る
駐
在
（
堀
田
・
常
福
・
 

原
田
、
今
屋
敷
・
九
七
世
帯
）
 

（
道
路
V
要
望
件
数
六
件
 

旧
赤
池
橋
の
新
設
に
つ
い
て
 

町
に
橋
架
設
備
特
別
委
員
会
を
 

設
立
し
て
い
る
の
で
、
県
に
強
力
 

Hん
／
7
y
祉につして）施設に 

に
働
き
か
け
る
。
今
後
議
会
と
と
 

も
に
上
野
橋
の
新
設
を
町
の
総
合
 

計
画
の
基
本
構
想
の
中
心
と
し
て
 

考
え
て
い
く
。
 

上
野
橋
（
仮
名
）
の
位
置
は
（
 

小
竹
ー
赤
池
バ
イ
パ
ス
）
派
出
所
 

の
と
こ
ろ
か
ら
上
野
里
バ
ス
停
の
 

と
こ
ろ
に
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
 

る
と
思
う
．
 

（
農
政
）
堀
田
池
の
漏
水
の
内
堀
 

工
事
に
つ
い
て
。
‘
‘
ー
 

町
内
の
七
十
三
の
溜
池
の
内
半
 

数
が
鉱
害
で
あ
る
。
農
業
振
興
対
 

策
審
議
会
に
聞
い
て
計
画
し
た
 

老
人
医
療
が
 

無
料
に
な
り
ま
し
た
 

皆
様
待
望
の
老
人
医
療
無
料
化
 

が
国
の
方
針
で
来
る
四
十
八
年
一
 

月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
予
定
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
先
が
け
当
赤
池
町
で
は
 

老
人
福
祉
の
一
環
と
し
て
町
内
に
 

住
所
を
有
す
る
満
七
十
才
以
上
の
 

老
人
全
員
に
対
し
て
実
施
す
る
こ
 

と
と
な
り
ま
し
た
。
 

満
七
十
才
に
な
っ
た
方
は
左
記
 

要
領
に
よ
り
登
録
手
続
き
を
さ
れ
 

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

一
、
場
所
 
役
場
社
会
福
祉
係
 

一
、
持
参
す
る
も
の
 

印
鑑
・
現
在
使
用
中
の
国
民
保
 

険
証
及
び
各
社
会
保
険
証
 

尚
生
活
保
護
法
の
適
用
を
う
け
 

て
い
る
方
は
該
当
致
し
ま
せ
ん
。
 

工
 
場
 
団
 
地
 

造

成

に

着

 エ
 

赤
池
町
工
場
団
地
の
第
一
期
工
 

事
が
四
月
一
日
か
ら
着
工
し
ま
 

す
。
こ
の
工
事
は
ニ
カ
年
に
わ
た
 

っ
て
継
続
的
に
着
工
し
ま
す
が
、
 

本
年
度
は
工
事
面
積
（
一
九
、
六
 

0
〇
平
方
米
、
約
五
、
九
〇
〇
 

坪
）
造
成
さ
れ
ま
す
．
 

シ
い
て
は
先
進
地
の
調
査
を
し
て
 

い
る
。
こ
ん
後
町
民
福
祉
セ
ン
 

タ
ー
を
計
画
し
た
い
。
 

ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
 

希
望
者
は
駐
在
員
を
通
じ
て
申
 

し
込
ま
れ
た
い
。
但
し
、
焼
却
で
 

き
る
ゴ
ミ
類
だ
け
で
あ
る
。
 

そ
の
他
の
要
望
事
項
 

回
覧
文
書
の
敏
速
化
に
つ
と
め
て
 

ほ
し
い
。
 

町
内
の
速
度
制
限
を
設
け
て
ほ
 

し
い
な
ど
。
 

防
犯
灯
の
設
散
っ
い
て
 

設
置
助
成
に
つ
い
て
申
請
書
を
 

提
出
し
て
ほ
し
い
。
 

第
三
支
所
 

該
当
す
る
駐
在
（
上
里
一
、
二
、
 

中
里
、
山
崎
板
取
、
大
谷
、
一
五
 

七
世
帯
）
 

〔
道
路
〕
要
望
件
数
十
四
件
 

旧
赤
池
橋
の
新
設
に
つ
い
て
 

こ
の
要
望
事
項
は
第
二
支
所
か
 

ら
も
要
望
が
あ
っ
た
の
で
関
連
す
 

る
と
こ
ろ
は
省
略
し
ま
す
。
 

土
地
の
問
題
は
こ
ん
後
先
行
投
 

資
す
ろ
必
要
が
あ
ろ
う
。
 

こ
の
問
題
は
上
野
地
区
住
民
ひ
 

い
て
は
、
町
全
体
の
問
題
で
あ
る
 

地
域
の
発
展
は
地
元
住
民
の
協
力
 

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
 

土
地
の
買
収
等
に
つ
い
て
協
力
を
 

願
い
た
い
。
 

学
校
給
食
に
つ
い
て
 

過
去
の
統
計
か
ら
見
て
、
他
町
 

本
町
に
は
工
場
建
設
の
候
補
地
 

は
あ
り
こ
れ
ま
で
適
地
と
し
て
各
 

方
面
に
紹
介
し
て
来
ま
し
た
。
 

工
業
の
誘
致
は
第
一
に
敷
地
を
 

確
保
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
 

今
後
の
町
づ
く
り
は
土
地
を
用
途
 

別
に
区
分
し
て
工
業
や
工
業
住
宅
 

は
住
宅
と
公
害
の
な
い
住
民
の
利
 

便
に
応
じ
た
計
画
の
も
と
に
、
新
 

ら
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
 

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

い
ま
町
の
総
合
計
画
を
審
議
し
 

て
い
ま
す
が
、
こ
の
草
案
が
議
会
 

で
採
決
さ
れ
ま
す
と
、
新
ら
し
い
 

赤
池
町
の
未
来
像
が
出
来
あ
が
り
 

ま
す
。
 

工
場
団
地
造
成
地
 

見
 
取
 
図
 

造

成

地

 

工
場
団
地
 

!
 ■
 

小竹～赤池バイパス 

頴
 
田
 
町
 

背 西
町
 

か
ら
購
入
し
て
い
る
が
、
地
元
の
 

供
給
は
ど
う
か
。
ー
 

需
用
に
対
処
で
き
る
計
画
生
産
 

が
地
元
で
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
 

・つ。 野
犬
が
ふ
え
て
危
険
で
あ
る
 

町
の
考
え
は
、
ー
ー
 

捕
獲
は
毒
薬
を
使
用
す
る
の
で
 

地
元
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
保
 

健
所
と
連
絡
す
る
。
 

そ
の
他
、
旧
赤
池
橋
の
待
合
所
 

の
件
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
多
け
 

れ
ば
建
設
省
に
要
望
し
て
見
る
。
 

た
だ
し
、
他
の
地
区
は
地
元
負
 

担
で
建
設
し
て
い
る
。
 

水
道
問
題
に
つ
い
て
 

こ
の
問
題
は
各
地
と
も
共
通
な
 

も
の
が
あ
る
と
思
う
。
 

現
状
で
は
、
区
独
自
で
管
理
し
 

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
移
 

動
役
場
で
各
地
の
要
望
は
町
営
に
 

移
管
す
る
要
望
が
強
い
、
町
と
し
 

て
は
新
橋
の
架
設
に
よ
っ
て
方
針
 

を
考
え
た
い
。
 

こ
の
移
動
役
場
で
、
住
民
の
意
 

見
や
要
望
は
建
設
関
係
が
多
く
出
 

さ
れ
ま
し
た
が
、
明
日
へ
の
生
活
 

に
つ
な
が
る
、
税
務
、
民
生
、
教
 

育
な
ど
の
意
見
も
出
し
て
い
た
だ
 

き
た
い
。
 

又
自
主
的
に
地
域
住
民
が
会
合
 

を
持
ち
、
町
幹
部
と
懇
談
す
る
計
 

画
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
応
じ
ま
す
 

の
で
、
会
合
を
設
け
て
町
の
行
政
 

に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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 し

 
か
 

あ
 

報
 

広
 

お
 

礼
 

一
、
金
一
封
 
平
川
繁
樹
殿
 

亡
父
外
曽
次
郎
（
八
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
河
野
善
作
殿
 

亡
母
ア
キ
殿
（
十
四
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
世
良
謙
一
殿
 

亡
母
力
メ
ノ
殿
（
一
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
池
田
チ
ョ
子
殿
 

亡
夫
勇
殿
（
十
一
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
武
末
和
子
殿
 

亡
夫
新
年
殿
（
三
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
中
村
三
郎
殿
 

亡
父
正
吉
殿
（
九
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
宇
都
宮
秀
三
郎
殿
 

亡
母
モ
ョ
殿
（
十
三
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
日
浅
ク
ニ
殿
 

亡
夫
只
夫
殿
（
二
十
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
広
渡
秀
雄
殿
 

亡
母
セ
キ
殿
（
十
九
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
小
松
ァ
サ
ノ
殿
 

亡
夫
三
太
郎
（
五
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
松
井
猛
殿
 

亡
母
カ
ョ
殿
（
十
三
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
早
谷
昭
生
殿
 

亡
父
政
彦
殿
（
八
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
中
下
保
夫
殿
 

亡
妻
ア
キ
ノ
殿
（
十
九
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
伊
藤
利
幸
殿
 

亡
父
竹
雄
殿
（
十
九
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
池
田
吉
六
殿
 

亡
父
倉
吉
殿
（
九
支
所
）
香
典
 

返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
坂
本
辰
男
殿
・
 

亡
姉
ト
キ
ェ
殿
（
十
三
支
所
）
 

香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
池
永
玲
子
殿
 

亡
夫
近
殿
（
九
支
所
）
香
典
返
 

し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
香
月
重
利
殿
 

亡
父
八
郎
殿
（
十
五
支
所
）
香
 

典
返
し
と
し
で
 

そ
れ
ぞ
れ
赤
池
町
民
生
事
業
助
成
 

会
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
 

む
 

、

 

め
 
レ
 

奔
 

ひ
 託

 

人
 

柱
 

上
野
常
福
池
が
今
か
ら
二
百
有
 

年
の
昔
、
大
洪
水
に
よ
つ
て
堤
防
 

が
決
壊
し
ま
し
た
。
こ
の
時
郡
吏
 

が
出
張
し
て
、
二
百
人
ば
か
り
の
 

郡
夫
を
使
御
し
て
、
築
堤
を
や
っ
 

た
の
で
す
が
、
水
勢
の
た
め
築
堤
 

が
で
き
ず
途
方
に
暮
れ
て
い
た
際
 

昔
の
弁
城
村
の
人
で
、
色
糸
を
織
 

り
こ
ん
で
筋
目
模
様
を
出
し
た
織
 

物
を
着
て
い
る
人
を
人
柱
に
埋
む
 

れ
ば
決
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
 

と
言
い
出
し
ま
し
た
。
 

そ
の
言
い
出
し
た
若
い
女
の
人
 

が
、
そ
の
と
お
り
の
着
物
を
着
て
 

い
ま
し
た
の
で
堤
防
に
埋
め
ら
れ
 

て
犠
牲
に
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
 

あ
り
ま
す
。
 

坊
 

主
 

谷
 

正
徳
二
年
十
二
月
大
雪
の
際
或
 

る
行
脚
僧
が
こ
こ
で
雪
除
け
を
し
 

て
枯
枝
を
か
き
集
め
、
焚
火
を
し
 

た
と
こ
ろ
土
中
か
ら
煙
り
の
あ
が
 

る
の
を
見
て
、
土
中
に
焼
け
る
石
 

の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
い
わ
 

れ
、
之
が
本
町
に
於
け
る
石
炭
発
 

見
の
手
が
か
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

写
真
は
人
柱
と
し
て
若
い
女
の
 

人
が
埋
め
ら
れ
た
常
福
池
 

・〕 

巡

回

消

毒

に

つ

い

て

 

問
 
従
来
、
役
場
か
ら
環
境
衛
 

生
の
人
が
各
戸
を
巡
回
し
て
消
 

毒
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
が
、
 

昨
年
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ
 

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
計
 

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
 

か
を
教
え
て
下
さ
い
。
 

答
 
本
町
の
消
毒
は
消
毒
人
に
 

よ
っ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
．
 

昭
和
四
十
五
年
は
、
こ
の
数
人
 

の
消
毒
人
も
こ
の
仕
事
を
辞
退
 

し
、
一
人
で
全
戸
を
巡
回
消
毒
 

北
方
領
土
復
帰
の
 

促
進
と
協
力
を
 

北
方
領
土
復
帰
問
題
は
い
う
ま
 

で
も
な
く
、
国
家
的
な
問
題
で
あ
 

り
ま
す
が
、
根
室
市
の
場
合
北
方
 

領
土
と
地
理
的
あ
る
い
は
北
方
領
 

土
か
ら
の
引
揚
者
の
大
半
が
居
住
 

し
て
い
る
関
係
等
よ
り
、
宿
命
的
 

に
本
問
題
と
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
 

な
い
実
情
か
ら
、
市
の
機
構
の
な
 

か
に
，
領
土
対
策
係
I

を
設
け
一
 

A，

《

《
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し
て
来
ま
し
た
関
係
上
、
日
数
 

も
か
か
り
徹
底
し
な
か
っ
た
こ
 

と
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

昭
和
四
十
六
年
は
、
こ
れ
ら
 

の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
昨
 

年
全
戸
に
消
毒
液
を
配
布
し
、
 

消
毒
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

こ
の
液
は
器
具
に
よ
っ
て
撤
 

布
す
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
が
 

器
具
を
使
わ
な
い
で
簡
単
に
使
 

用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
本
年
度
の
撤
布
 

方
法
は
、
撤
布
人
が
い
れ
ば
、
 

従
来
の
方
法
で
実
施
す
る
か
、
 

昨
年
の
よ
う
に
液
の
配
布
、
又
 

は
各
駐
在
ご
と
に
撤
布
器
具
を
 

配
備
す
る
か
、
い
ず
れ
か
理
想
 

的
な
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
 

す。 

衛
生
係
 

日
と
し
て
休
み
な
く
本
運
動
の
成
 

果
を
期
待
し
つ
つ
地
域
住
民
一
体
 

と
な
っ
て
、
世
論
喚
起
の
た
め
力
 

の
限
り
そ
の
窮
状
を
訴
え
続
け
て
 

お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
戦
後
二
十
六
年
経
た
 

今
日
、
北
方
領
土
は
依
然
と
し
て
 

ソ
連
邦
の
支
配
下
に
お
か
れ
未
だ
 

に
解
決
の
糸
ロ
さ
え
つ
か
め
な
い
 

状
態
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
残
念
で
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

？
北
方
領
土
、
す
な
わ
ち
、
歯
舞
 

群
島
、
色
丹
島
、
択
捉
島
の
島
々
 

は
古
く
か
ら
、
私
ど
も
の
祖
父
が
 

血
と
汗
を
流
し
て
開
拓
し
代
々
伝
 

承
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
 

そ
の
歴
史
的
な
経
過
や
過
去
の
国
 

際
的
な
取
り
決
め
な
ど
に
照
ら
し
 

て
み
て
も
、
明
ら
か
に
日
本
国
有
 

の
領
土
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
北
方
領
土
問
題
に
 

対
す
る
、
日
ソ
両
国
間
に
お
け
る
 

交
渉
の
経
験
か
ら
み
て
も
、
そ
の
 

解
決
は
容
易
な
も
の
で
は
な
く
、
 

今
後
相
当
の
期
間
を
要
す
る
も
の
 

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
打
 

破
す
る
た
め
に
は
、
全
国
民
参
加
 

に
よ
る
国
民
運
動
に
発
展
さ
せ
、
 

強
い
国
民
世
論
を
結
集
し
、
こ
れ
 

を
背
景
と
し
て
、
は
じ
め
て
有
効
 

な
政
府
間
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
も
 

の
と
考
え
ま
す
。
 

国
民
待
望
の
沖
縄
祖
国
復
帰
の
機
 

を
の
が
さ
ず
、
今
度
は
国
民
の
耳
 

目
を
北
方
領
土
問
題
に
向
け
さ
せ
 

国
民
世
論
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
 

た
め
地
域
住
民
は
、
こ
れ
か
ら
も
 

忍
耐
強
く
努
力
を
す
る
決
意
で
あ
 

り
ま
す
の
で
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
 

し
て
も
，
日
本
国
有
の
領
土
で
あ
 

る
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
 

お
よ
び
択
捉
島
の
復
帰
促
進
の
た
 

め
い
っ
そ
う
ご
支
援
、
ご
協
力
を
 

心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

北
海
道
根
室
市
 


